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★  夫婦揃って習ったダンス熱が高じて 

50 歳の頃からダンスを習い始めたご夫婦が

います。互いに技を競い合っては何度かの発表

会も経験しながら、経験と技が長じるにつれて

欲が出てきました。そんな折に耳にしたのが、

「ブラックプール国際ダンスフェスティバル観

戦ツアー８日間」というバッケージツアーに夫

婦揃って参加しました。ツアーに参加したのに

鉄道の旅にこだわって、憧れのブラックプール

には、トーマスクック出版のヨーロッパ鉄道時

刻表を頼りにロンドンから列車を乗り継いで向

かったことがとてもよい思い出になりました。 

ブラックプールは、映画「Shall We ダンス ?」

の舞台にもなった所で、草刈民代のアクシデン

トの場面はまだ記憶に新しいで

すね。このダンスの祭典は、ダ

ンスのプロにとって大きな意味

のある大会だということです。 

 

 

◆旅行前の勉強が旅の楽しさを倍加させます 

旅行先の歴史・文化・生活・習慣・食事、そし

て治安状況を自分なりに研究しておくことが、

あとで旅への評価を左右させます。旅行中は、

ガイドとも話をして知識・情報を仕入れると思

わぬ得をすることがあります。 

◆旅程表から自分なりのイメージを 

旅程表を元に地図上で線引きをしてみ 

ると、意外な気づきがあるものです。 

◆旅行中は、ハプニングはつきものと考える 

飛行機が飛ばない、ホテルに泊まれなくなった

という予想外のできごとがあるとの前提で行動

することです。ガイドにすべて頼りっきりにせ

ず、自分なりの危機管理の意識をもつことです。 

◆「郷に入れば郷に従え」 

特に欧米ではレデイ・ファーストを率先しなけ

ればなりません。現地のルールに従うことで、

私たちの行動が速やかに進むもの。日本の常識 

 

 

 

★  ついに叶った遠い地に住む友人との再会 

バッケージツアーの旅程を上手に利用して、

日頃から暖めていた個人的な夢を実現した女性

もいます。趣味の集まりで仲良くなった奥さん

がご主人の定年を待ってスペイン セビリアに

移住しまいました。仲の良かった友達が、異国

の地に住んで、どんな生活をしているのか次第

に興味が募っていくうちに三年。そんなときに

知った「スぺイン セビリア地方への旅」のバッ

ケージツアーです。さっそく仲間を集い、参加

したのです。目的地でガイドに案内されて、タ

ブラオ(フラメンコとスペイン料理が楽しめる

店に)に行ったとき、なんと、その友人夫婦が待

っていてくれたというのです。そばにツアーの

同行者がいるのも忘れて、懐かしい 

友人と抱き合い、3年越しの夢の実 

現を喜び合いました。 

 

 

 
では通じない場合があると心得るべきです。 
◆パスポートは常に身につけておくこと 

外国では往々にして自分自身の身分を証明する

機会は多いと考えた方がよいです。 

◆常に危機管理意識をもつことが必要です 

シニアとしての意識をもつことです。冒険心や

粋がったりする行動が、逆に大きな痛手となる

ことが多いようです。 

特につぎの二点を強調しておきましょう。 

①ホテル宿泊中のチェーンロックは必須 

ドアノックだけで不用意にドアを開けてはいけ

ません。知っているつもりでも、異国の地では、

これに関連したトラブルが多いのです。 

②外国で、見知らぬ人から声をかけられたら 

まず注意が必要です。特にその

国の人が日本語で話しかけてきた

ら危険度は大きいと考えましょう。 

(近畿日本ツーリスト社ＯＢ 亀山隆一氏 談) 

特集 シニアのこだわり旅 

日頃の思いがツアー企画に便乗して実現 
 

～～～旅行会社ＯＢ から、こんなアドバイズ～～～ 
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